
新しくなった図書館に、あなたは何回足を運びましたか？
図書館には体育、教育関係の専門書から雑誌までたくさんの本があり
ます。その中でも今回は就職や教採などの対策にとても役立つコーナー
を紹介したいと思います。
２階左端の参考書コーナーには就職問題集・小中高教科書指導書、ま
た教員採用試験問題集など、勉強に必要な参考書が充実しています。（一
部貸し出し不可）。他にも論文対策の本、小中高の実際の教科書も置か
れていて実習前に行くことも
お勧めしたいです。
館内はとても静かで６人掛

けの机、個別の勉強スペース
も設けられています。夢を実
現するため、大学生活を充実
するため、おおいに活用して
いきませんか？

（学部３年・西川知奈）

図 書 館 を 活 用 し よ う ！
映 像 を 手 元 に た ぐ り 寄 せ ろ ！
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学生にとって大切なことの一つに読書があります。読書に大切なことは習慣です。
習慣が実に多くのことを為すのです。読書の習慣は早くから養うことが重要で

す。学生の時代に読書の習慣を作らなかった者は恐らく生涯読書の面白さを理解し
ないで人生を終わることになるでしょう。読書の時間がないというのは読書をしな
いための口実に過ぎません。まして学生は世の中に出た者よりも遙かに多くの閑暇
をもっている筈ですので、学生時代に読書の習慣を身につけてください。いやいや
ながら始めて、やがて面白くなってやめられなくなる場合が多いです。先ず読書す
ることから読書に適した気分が出てくるものです。こうしたことから、普段から時
間をみつけて図書館を大いに利用してください。（図書館事務長・高橋烈）

「ＬｉＶＲＥ（リーヴル）」ってどういう意味ですか? という質問をいただきま
した。「リーヴル」とは、フランス語で本・書籍という意味です。みなさんが
少しでも本を身近に考えてくださればと願い、発行しています。大学サービス
の一つである図書館をぜひ活用してください。

私と小鳥と鈴と　金子みすゞ

私が両手をひろげても、
お空はちつとも飛べないが、
飛べる小鳥は私のやうに、
地面
ぢべた

を速くは走れない。

私がからだをゆすっても、
きれいな音は出ないけど、
あの鳴る鈴は私のように

たくさんな唄は知らないよ。

鈴と、小鳥と、それから私、
みんなちがって、みんないい。

◎夜回り先生水谷修のメッセージいいもんだよ、生きるって（DVD）
「夜回り先生」こと水谷修先生。自ら深夜パトロールを行い、
青少年の非行・薬物問題などの更正に力を尽くしてきた彼
の半生のドキュメンタリー。水谷先生の著書を読んだことが
ある人もない人も、是非一度このＤＶＤを見てください。講
演会での彼の話を一言も漏らさず聴いて、彼の情熱を受け
とめてください。（図書館アルバイト・斉藤美和）

◎第４１回ダンス研究発表会（ＤＶＤ）
東女体大第４１回ダンス研究発表会（今年９月）を
図書館で視聴できます。ワルツにのったオープ
ニングから始まり、１部は個性ある小作品３作品、
２部では全日本高校・大学ダンスフェスティバル
コンクール受賞作品や参加作品そして卒業生作
品、３部では大作「Be there ～the passage of time… I'll be there～」過
去・現在・未来と流れる時の中、自分の確かな居場所を模索しながら進ん
でいく姿をダンスで表現しています。（ダンス・高橋繁美）

DVD・ビデオ入荷情報

インフォメーション

開館時間を延長しました！

①通常時─春・夏・冬季休業期間等を除く期間
月～金曜 9:00～18:00 土曜 9:00～13:00

②特別時─前・後期試験の開始１週間前～試験終了前日
卒業研究提出の開始１週間前～提出期限前日

月～金曜 9:00～19:00 土曜 9:00～15:00
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女子体育大生のみなさんにこそ、
読んでほしい本です。

ブルマーの歴史は女性の歴史、女子体育の歴史なのです。５人

の研究者が、アメリカでブルマー女史が女性解放のためにブ

ルマーをはいてから日本で消滅するまでを論じました。

私（掛水）の担当は第４章「ブルマーの戦後史ーちょうちんブル

マーからぴったりブルマーへ」です。戦後４５年の間に、丈の長いひ

だのあるちょうちんブルマーが次第に短いパンティのようなぴっ

たりブルマーになるまでの過程を研究し

ました。文中には、昨年度大学２年生月曜

日体育社会学受講生のお母さん方１９３人

に書いて頂いた「ブルマーの思い出」も引

用し、一覧表にもしてあります。ご協力い

ただいた学生さんは是非読んで下さい。

女性解放運動から生まれ、女性が解放

されるとともに短くなったブルマーは男

性の欲望のまなざしにさらされ消滅した

のです。（体育史・掛水通子）

◎ブルマーの社会史―女子体育へのま

なざし（高橋一郎、萩原美代子、谷口雅子、

掛水通子、角田聡美、青弓社、２００５年）

本学教員
著書

写真・森直幹

読 書 の 習 慣 づ け か ら 始 め よ う ！



ヤンキー母校に帰る」というドラマを知

っていますか？手のつけられなかった

“ヤンキー”が、教師として母校に戻り、生徒

たちと様々な問題にぶつかりながら、共に成

長していく姿を描いたドラマです。

ところが、原作であるこの本は…、かなり

重いです。父子家庭で育つ著者が、なぜ“不

良”となったのか。周囲に見放された時の事

件や、面倒を見てくれた里親との生活で見つ

けた自分、再出発をかけた高校での出来事など、

事実を隠すことなく、過去を冷静に見つめ、客観的な視点で書かれ

ています。

教師として壇上に立ち続けた日々は、事件の連続で驚く内容ばか

りです。その中で、毎日を生徒と向き合う教師たちの姿には胸が熱

くなる想いがします。教師を目指す多くの人に、読んで何かを感じ

とってもらいたい本です。

（学部３年・藤本和代）

◎不良少年の夢（義家弘介、光

文社、２００３年）

夢を持て。夢を信じろ。
夢は決して逃げてはいかない。

映画「蝉しぐれ」が東宝系の映画館で上映されてい
ます。原作は藤沢周平氏のベストセラー小説で、

テレビでも何回かドラマ化されていますし、中学校の
国語の教科書にも載っています。
物語は江戸時代、東北の小藩に生まれた牧文四郎が

主人公です。彼は幸せな少年時代を過ごしますが、父が
藩のお家騒動に巻き込まれ、反逆罪で切腹させられる
という不幸に見舞われます。十五歳の文四郎も逆賊の
子として様々な試練と出会いますが、そんな時、文四郎
の側には、温

かく見つめる幼なじみの「ふく」
がいます。しかし二人は相手への
淡い思いを心の奥にしまいこんだまま、別々の道を歩んでいきます。やがて
文四郎の運命は二転三転し、そして運命のいたずらともいうべき「ふく」と
の再会…。武士の世界を描いた男のドラマですが、ヒロイン「ふく」の生き
方がいいんですね。人間としての気高さを感じます。生涯かけて人を愛す
る女性の強さがあります。
この本が図書館にあります。長

編ですが、読み出すとおもしろく
てやめられません。映画は黒土三
男監督、市川染五郎、木村佳乃が出
演し、主題歌は一青窈。こちらも好
評のようで、見てから読むか、読ん
でから見るか、どちらがいいかよ
～く考えてみましょう。

（国語・田中洋一）

話 題 の 映 画 ・ テ レ ビ を 読 む

◎蝉しぐれ（藤沢周平、文藝

春秋、１９９８年）

深夜のルーブル美術館で殺人事件が起きた。連日、

世界中の観光客が集まる美術館は、深夜は全く違

った表情を見せ、読者をサスペンスの世界に引き込んで

いく。１９７５年、カトリック教会の秘密結社シオン修道

会の秘密文書が発見され、あの天才、レオナルド・ダ・

ヴィンチも会員であったという事実に基づいてこの小説

は書かれた。

ダ・ヴィンチの絵の新たな解釈や宗教絵画の象徴学、

図像学、さらにはルーブル美術館のセキュリティシステム

などとても興味深い。小説であるが芸術作品、建築物、文書、秘密儀式に関

する記述はすべて事実に基づいていることも凄い。（美術・宿輪忍生）

◎ダ・ヴィンチ・

コード（ダン・ブ

ラウン、越前敏弥

訳、角川書店、 ２

００４年）

『蝉しぐれ』に見る愛のかたち

◎運命の足音　筆者の人生に重い影
を落としてきたものがよく理解でき
た。戦争の悲劇を実体験した筆者の苦
悶を知り、読者の心も重く苦しいもの
になる。人生観、宗教観、文学観、歴史
観などすべてを含め集大成した書物
であり、トルストイの小説の冒頭部分
も、私には懐かしい思いを感じること
ができた。（算数・鈴木政之）

◎イギリス人はおかしい　英国ベタ誉
めの本が多い中、イギリス人の赤裸々な
姿を辛口とユーモアで綴った英国暮ら
し体験記。このシリーズは他に『イギリ
ス人はかなしい』『イギリス人はしたた
か』『わたしのイギリス あなたのニッ
ポン』『イギリス・ニッポン 言わせて
もらいまっせ』『ロンドンの負けない
日々』などがある。読後感がすかっとす
る。（音楽・八木宏子）

We Love Books ! 宣言
扉のむこうに無限の知

時の流れをページにはさもう
知らない自分がそこにあるはず忘れようと、忘れ果てようとしても、

忘れられるものではございません。

世界的なクライマーである山野井泰史氏

が、自分自身の言葉で書き下ろした、こ

こ１０数年間のヒマラヤ登山の記録です。

わずかなミスが、死に直結する高所でのク

ライミング。その生と死のギリギリの狭間

で、人間の持つ能力を最大限に発揮し挑戦し

続ける著者。

全てをクライミングに捧げているといっ

ても良い、氏自身の登攀
とうはん

への熱い想いとその

記録は、純粋に一つのことに打ち込み続ける

ことの素晴らしさを感じさせます。

中でも、結果として多くの手足の指を失う

ことになった、ギャチュン・カンからの「生

還」は、ノンフィクションの迫力に満ち

た奇跡の生還です。

山に興味のある人はもちろん、そうでない人にとっても、人間ドラマとし

て読み応えがあると思います。（体育原理・早瀬健介）

あくなき挑戦の記録

アテネ五輪のハンマー投げでは、ハンガリ

ーのアヌシュ選手が優勝しました。しか

し、数日後、ドーピング違反のため金メダルを

剥奪されました。また、今夏の甲子園大会では、

駒大苫小牧高校が２連覇という快挙を成し遂げ

ましたが、野球部長による部員への体罰事件が

発覚し、優勝旗の返還問題にまで発展しました。

これらについて皆さんはどう思いますか？ド

ーピングや指導者による体罰、試合中の暴力など、様々な問題が今のスポ

ーツ界には噴出しています。この本は、現代スポーツが投げかける様々な

難問を解くための指針を、倫理的な立場から提供しています。この本を読

んで、ぜひ“スポーツ倫理”について考えてみてください。

（教育課程・吉永武史）

◎スポーツ倫理を問う（友添秀則、大

修館書店、２０００年）

スポーツ倫理を考えよう

◎垂直の記憶－岩と雪の７章（山野井泰史、

山と渓谷社、２００４年）

◎運命の足音（五木寛之、

幻冬社、２００２年）

◎イギリス人はおかしい（高尾慶子、

文藝春秋、２００１年）

Who am I ?


